
海上保安官署施設費に係る事業の新規採択時評価表

評価年度　：　１７年度

　
事
業
概
要

 事業名 中部航空基地（仮称）整備

 事業場所 愛知県常滑市セントレア１丁目（中部国際空港島内）

 構造・規模
庁舎　　：　RC-2　1,107㎡
格納庫　：　S-1　　 783㎡

　
事
業
の
評
価

 事業の緊急性 １００点

 計画の妥当性 １３３点

 事業の効果 １１０点

 新規採択理由
  最近の当庁に対する業務ニーズは、水際対策、港湾のテロ対策・危機管理
体制の強化、海洋権益の保全、昼夜を問わず発生する密輸・密航事案、大規
模災害への対応等多岐にわたり、これらの事案に迅速かつ的確に対応するた
め航空機の機動力を活用した対応がますます重要となってきている。
  現在の伊勢航空基地は、陸上自衛隊明野飛行場に隣接して設置されている
が、空港の運用時間、天候不良時の空港使用条件等各種制限があり、また、
当庁固定翼機の離着陸に十分な滑走路を有していないため、特殊救難隊等投
入の際、名古屋空港等を経由するなど、これら業務対応に支障をきたしてい
るため、同航空基地を中部国際空港に移転整備する必要がある。
　中部航空基地（仮称）整備が整った場合には、
　　・当庁航空機の２４時間即応体制の確立
　　・悪天候時の安全性の向上
　　・当庁固定翼機との連携の強化
が可能となり、東海地震をはじめとする不測の事態に対する即応体制が強化
されることとなる。

略図等
中部航空基地（仮称）建設予定地



事業名  中部航空基地（仮称）整備

事業の評価内訳

評点 評価の根拠
●建替等の場合
　　①老朽 点
　　②狭あい 点
　　③借用返還 点
　　④分散 点
　　⑤都市計画の関係 点
　　⑥立地条件の不良 点
　　⑦施設の不備 点
　　⑧衛生条件の不良 点
　　⑨法令等 点
Ａ　①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧＋⑨　　計 点
●新規施設の場合
　　①法令等 点

　　②新たな行政需要 100点
テロ・不審船事案等への対応及び航空基地防
災拠点機能強化

　　③機構新設 点
Ａ'　①＋②＋③ 計 点

点

100点

分類 項目 係数 評価の根拠
①用地取得の見込 1 中部国際空港島内（借地）に整備予定
②災害防止・環境保全 1.1 同上
③アクセスの確保 1.1 直通道路及び鉄道の開通により参集時間短縮
④都市計画・土地利用計画等
との整合性

1

⑤敷地形状 1
Ａ　①×②×③×④×⑤ 計 1.21

①建築物の規模 1
②敷地の規模 1

Ｂ　①×② 計 1
①単独庁舎、合同庁舎
としての整備条件

1

②機能性等 1.1
Ｃ　①×② 計 1.1

133点

分類 項目 評点 評価の根拠

新たな政策課題の実現
①新たな政策課題実現に
資する整備

100点
テロ・不審船事案等への対応及び航空基地防
災拠点機能強化

②老朽解消 点
③狭あい解消 点

④施設不備の解消による執務
能率の増進

点

⑤合同庁舎化による利便性向上 点
⑥立地条件の向上 点

防災安全性の向上 ⑦防災関連官署の整備 10点 防災関連官署である

土地等の有効利用
⑧庁舎等の立体・集約化、又は
配置の適正化

点

⑨一団地の官公庁施設に関する整備、
又は地域の街づくり計画
（シビックコア地区整備を含む）

点

⑩中心市街地の活性化 点
⑪地域の歴史・文化・景観への配慮 点

地球環境保全 ⑫環境配慮型官庁施設（グリーン庁舎） 点
その他特筆すべき効果 ⑬その他特筆すべき効果 点

110点

評点（Ａ×Ｂ×Ｃ×100）　　　　　　

事業の効果

評点（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥＋⑦＋⑧＋⑨＋⑩＋⑪＋⑫＋⑬）

街づくりへの貢献

執務能率の増進、利便性
の向上

規模

構成

評点（ＡまたはＡ'+加算点）

加算点

事業の緊急性
計画理由

計画の妥当性

位置
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